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• 1) Antenna & Receiver
Main reflector ：10.0m surface accuracy：0.34mm(rms)
S Band HPBW ：54′,        aperture efficiency：38％,       Tsys:250K？
X Band HPBW ：13′,        aperture efficiency：63％,       Tsys:100K
22GHz Band HPBW：5.2′,       aperture efficiency：36％,       Tsys:130K
43GHz Band HPBW：2.7’,       aperture efficiency：25％,       Tsys:200K

• 2) Driving ability
Max. slew speed ：AZ：3.14゜/sec

EL：3.06゜/sec
Max acceleration ：AZ：3.78゜/sec2

EL：3.71゜/sec2

• 建設開始1990年。完成1992年から約25年たった。 J-Netで活躍、SgrA*観測、SSH観測

試験観測に使われている。（RISE、位相補償VLBI、広帯域、、、）

１．10mアンテナの経緯と性能
Performance of the Mizusawa 10m telescope
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VLBI 22 GHz Monitoring of Sgr A* during the G2 peri-center passing 

with Japanese VLBI Network

Recording system: VSSP32

Band Width: 32MHz

Sampling Rate: 128Mbps

Observation Started: Feb. 11, 2013 

Finished: Aug. 31, 2014

ApJL 2015 Jan1st (Tsuboi et al.)
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２．Nano-JASMINE衛星の
ダウンリンク局としての要求性能

・Nano-JASMINE衛星追尾時に
要求される追尾精度：0.1度

・Nano-JASMINE衛星からのS帯
電波を受信するモードは、1日に2度
それ ぞれ１回または2回の測定時間（１回当たり20分間程度）が必要。

・それ以外の時間帯は２２GHｚ帯の水メーザー等の単一鏡観測モード
またはVLBI観測を行う事を想定している。
（S帯と22GHz帯のデータは常に平行取得可能）

・Nano-JASMINE衛星からのデータ取得時に、人手をかけないで自動的
に短時間に観測モードを切り替えて使用する。



３．駆動性能測定と改修の現状
水沢10mアンテナ駆動ソフトの改修

・時刻とAzElをファイルで与えて駆動できるようにした。
・１００分の１秒ごとに駆動コマンドの確認を行う事にした。

・パワーメータデータも取得できるようにした。
・衛星追尾観測、VLBI観測や単一鏡観測、

secZ測定も含めて連続して自動観測可能に
した。 （トラブラなければ１週間可）



2015年11月～2016年1月の対策
・駆動計算機更新（能力く向上）
・駆動ソフトの変更（0.01秒ごとのデータ設定をやめ、0.1秒の
データ設定で計算機への負荷を減らした）
・駆動架への基準信号送付

・長年の懸案であった振動問題が解決した。基本的にスペックを満たす
状態にある。
・計算機の能力に対して、ソフトの能力が限界であったと考えられる。



４．その他の使用状況と
SKAに向けた今後の対応

K帯で気球VLBI、広帯域記録協力
2015~2018.7進行中



アウトリーチへの使用状況

• 中学生、高校生の電波観測に使用。

サイエンスメイト（中学生）、水沢高校SSH、

福島東稜高校等

• 教員研修に一部使用



岩手県立水沢高校実施の22GHz月面温度測定結果
2016年年



１１月１７日2016年１１月１５日 １１月１６日

月齢：15.7  視直径：33.6' 月齢：16.7  視直径：33.4' 月齢：17.7  視直径：32.9' 

「月の満ち欠けと表面下温度の関係 Part2」
岩手県立水沢高等学校理数科２年

岩崎凌斗 遠藤咲季 金子瞬 千葉めぐみ
SSH研究発表会より 2017.1



１５日

１７日

16日

ピーク位置の変化

・9月の観測では、月表面下数十cm

では赤道上で距離22°にピークが

あり、昨年度の研究に近い結果とな
った。

・月齢が1高くなるごとに西に約12°
ずつずれていくと予想していたが、
11月の観測では仮説とは異なり、ピ

ークの位置の大きな変化は見られ
なかった。

2017年8月の神戸で開催されたSSH

研究発表会で報告された。



亀谷收, 浅利一善, JASMINEグループ，水沢VLBI観測所
VERA運用グループ（国立天文台）

Nano-JASMINE衛星ダウンリンク局 水沢10mアンテナ

これからの使用計画とそれに向けての改造と試験

Nano-JASMINE衛星（日本初めての赤外線位置天文衛星：
打上げ時期検討中）の2.45GHzでのダウンリンク局として使用予定。
太陽同期軌道のため、朝、夕に衛星を追尾する。それ以外の時間は
独自の観測を行える。



水沢10mアンテナ駆動ソフトの改修、他

・時刻とAzElをファイルで与えて駆動できるようにした。
・１００分の１秒ごとに駆動コマンドの確認を行う事にした。

・パワーメータデータも取得できるようにした。
・衛星追尾観測、VLBI観測や単一鏡観測、

secZ測定も含めて連続して自動観測可能に
した。 （トラブラなければ１週間可）

・受信機室内まで有線LANがつながった。
吉田さん、小山さん、宇賀さん
他、多くの方に感謝します。
＞＞Lo周波数のリモート変更、受信機のモニター等



冷却フィルタの設置と試験
1.９９５GHz±10MHzのフィルター 2017年12月～



1.4/1.6GHz帯の観測可能性を検討中

• LNA は少なくとも1.40GHz～2.30GHz の
周波数で44dB～45dB の利得を持つ。

• ホーンは2GHz以下では、ゲインがほとん
どない。

＞＞

• 1.4GHz／1.6GHz帯の観測の実現に向け
検討開始

• ヘリカルアンテナ or パッチアンテナ？

• 問題点：S帯など他の周波数との共存

写真：赤堀氏提供



今後の観測可能性
• Nano-JASMINE運用（毎日２～３回×３０分間）に使わされない
殆どの時間を使ってVLBIや単一鏡観測に殆ど自動で使用可
能

• S帯および22GHzの同時受信が可能だが、S帯は、

パルサーに対して余り強力でない。

• ＞＞1.4GHz/1.6GHzの周波数帯の観測

• SKAを視野に入れて、パルサーや突発天体に特化したモニタ
ー観測を検討中

・他の大望遠鏡と同期した観測を行い、VLBI観測を行うなど。
・かつてOri-KL水メーザーのバーストした時の偏波モニター観測を行った。こ

のようなモニター観測は、今後も重要になるだろう。

S. Horiuchi, S. and Kameya, O. (2000) Highly polarized emission from the bursting water maser in 
Orion-KL, Publ. Astron. Soc. Japan, 52, 545-550. 



・国立天文台水沢VLBI観測所直径10m電波望遠鏡は、今年で
建設後26年
・建設当初はS/X帯における地球回転VLBIや測地VLBI観測が主な観測
・22GHz帯における国内共同利用VLBIネットワークであるJ-Netに参加
・VERA建設後は、VERAの性能確認とバックアップ、RISEグループの
試験観測、SgrA*毎日モニター観測や高校生のSSH研究に使用
・Nano-JASMINE衛星のダウンリンク局として使用する予定
人工衛星の観測運用が十分な指向精度でできるように、駆動系
その他のシステムを改良。
・比較的小回りが利く運用ができる特性およびVLBI安定性を使って、
国内のVLBIモニター観測に対応：広帯域VLBI観測
国内の気球VLBI観測に参加し、フリンジ検出の重要局として対応

・SKAを視野に入れて、パルサーや突発天体に特化したモニター観測を
検討中。

まとめ
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